
６
）
授
業
の
履
修
上
の
注
意
点
（
こ
の
冊
子
の
「
Ⅱ
．
学
習
」
も
合
わ
せ
て
参
照
）

・
授
業
の
履
修
は
、
学
生
便
覧
、
シ
ラ
バ
ス
、
履
修
登
録
上
限
単
位
数
、
進
級
要
件
単
位
数
（
1
～
3
年
次
）
、
卒
業
要
件
単
位
数
（
特
に
、

4
年
次
）
、
免
許
・
資
格
の
取
得
要
件
、
現
在
の
修
得
単
位
数
や
成
績
を
事
前
に
照
合
し
、
個
人
の
責
任
で
確
実
に
行
う
こ
と
。
特
に
、
4

年
次
（
卒
業
学
年
）
は
卒
業
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
よ
く
確
認
し
、
単
位
に
余
裕
を
持
っ
て
履
修
す
る
こ
と
。
 

・
履
修
登
録
期
間
中
に
履
修
登
録
を
し
て
い
な
い
科
目
は
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

・
履
修
登
録
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
履
修
登
録
方
法
の
説
明
の
ほ
か
、
各
学
期
の
時
間
割
や
教
室
、
教
科
書
販
売
に
つ
い
て
も
連
絡
す

る
の
で
、
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。
 

・
授
業
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
各
学
期
の
指
定
の
期
間
に
学
内
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
授
業
開
始
前
（
入
荷
の
状
況
に
よ
っ
て
は
授
業
開

始
後
に
な
る
場
合
も
あ
る
）
に
教
科
書
申
込
の
手
順
に
従
っ
て
各
自
購
入
す
る
こ
と
。
 

・
開
講
期
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
割
や

U
NI
PA

で
履
修
前
に
確
認
す
る
こ
と
。

・
各
種
実
習
実
施
に
伴
い
休
講
に
な
る
科
目
が
あ
る
場
合
は
別
途
補
講
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

・
本
学
に
は
、
英
語
外
部
試
験
等
に
よ
る
単
位
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
冊
子
の
「
英
語
外
部
試
験
等
に
よ
る
単

位
認
定
制
度
」
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
「
ひ
と
の
心
を
動
か
す
ひ
と
に
な
る
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
本
学
が
教
育
上
必
要
と
認
め
指
定
し
た
講
座
等
を
在
学
期
間
中
に

1
5
回
受
講

す
る
こ
と
で

1
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
 

【
重
要
①
】
4
年
間
の
学
修
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
 

授
業

全
般

や
免

許
・

資
格

に
関

す
る

重
要

な
連

絡
や

事
務

局
か

ら
の

伝
達

・
呼

び
出

し
、

ま
た

、
緊

急
時

の
連

絡
等

は

U
N
IPA

や
学
部
・
学
科
専
用
の
掲
示
板
で
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
大
学
か
ら
連
絡
が

あ
る
場
合
、
U
N
I
PA
（
学
籍
情
報
登
録
及
び
メ
ー

ル
設
定
）
に
登
録
さ

れ
て
い
る
電

話
番
号
や
メ
ー
ル
ア

ド
レ

ス
等

が
使

用
さ

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

、
U
N
IPA

に
登

録
し

て
い

る
連

絡
先

が
変

更
と

な
っ

た
場

合
は

、
利

用
ガ

イ
ド

等
を
参
照
し
、
速
や
か
に
変
更
す
る
こ
と
。
 

●
大

学
か

ら
の

電
話

連
絡

は
「

0
8
6
-
43

6-
XX

XX
」

、
「

0
8
6
-
52

3-
XX

XX
」

か
ら

行
い

ま
す

の
で

、
必

ず
出

る
よ

う
に

し
て

く

だ
さ
い
。
 

●
「
k
s
u.
ac
.j
p
」
は
大
学
か
ら
の
メ
ー
ル
連
絡
な
の

で
必
ず
受
信
し

確
認
す
る
こ
と
。

携
帯
電
話
会
社

に
よ
っ
て
は
ド
メ
イ

ン
指

定
受

信
設

定
が

必
要

と
な

る
場

合
も

あ
る

の
で

、
各

社
の

設
定

方
法

に
従

っ
て

、
受

信
で

き
る

よ
う

に
設

定
す

る
こ

と
。
 

【
重
要
②
】
教
員
や
大
学
へ
の
連
絡
方
法
と
マ
ナ
ー
 

大
学

生
活

を
送

る
中

で
、

教
員

に
授

業
や

進
路

等
に

つ
い

て
相

談
す

る
た

め
の

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

（
面

会
の

約
束

）
を

取
っ

た
り

、
体

調
不

良
や

公
共

交
通

機
関

の
遅

延
に

よ
っ

て
教

員
や

大
学

へ
連

絡
を

し
た

り
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
が

あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
マ
ナ
ー
を
守
り
、
連
絡
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
教
員
へ
の
連
絡
 

原
則

と
し

て
、

教
員

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

に
メ

ー
ル

を
送

信
し

ま
す

。
教

員
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
は

、
シ

ラ
バ

ス
に

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
メ

ー
ル

作
成

時
に

は
、

「
件

名
」

欄
に

は
簡

潔
に

用
件

を
入

力
し

、
「

本
文

」
欄

に
は

 
(
1
)
宛

て
先

（
「

○
○

先
生

」
）

、
(
2
)
連

絡
内

容
、

(
3
)
署

名
（

「
学

部
・

学
科

・
学

年
・

学
籍

番
号

・
氏

名
」

）
の

順
で

入
力

し
ま

す
。
 

●
大
学
へ
の
連
絡
 

代
表
番
号

0
86
-5
23
-0
888

に
電
話
を
か
け
ま
す
。
代
表
番
号
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
等
の
各
研
究
室
に
電
話
を
つ
な
い

で
も

ら
う

こ
と

も
可

能
で

す
。

電
話

を
か

け
る

時
に

は
、

つ
な

が
っ

た
ら

ま
ず

挨
拶

を
し

、
自

分
の

名
前

を
名

乗
っ

て
か

ら
、
用
件
を
伝
え
ま
す
。
 

●
緊
急
時
を
除
い
て
、
休
日
や
夜
間
の
連
絡
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

表表11--11　　履履修修系系統統図図（（22002244年年度度入入学学者者用用））

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学で学ぶための
入門科目群

創立者松田藤子の志
キャンパスライフデザインⅠ
スタディスキルズ
ラーニングスキルズ

創立者松田藤子の教え
キャンパスライフデザインⅡ
ITリテラシー基礎
ラーニングスキルズ

人生に役立つ知力・体力を
育てる科目群

Basic English A
健康スポーツ
マリンスポーツ
ひとの心を動かすひとになる講座

心理学
Basic English B
ウィンタースポーツ

Advanced English A キャリアライフデザイン
Advanced English B

日本国憲法 健康科学

新しい時代を
生きるための科目群

イタリア語会話
中国語会話
くらしき学講座
コミュニティライフデザイン

英会話
フランス語会話
ドイツ語会話
くらしき学講座
コミュニティライフデザイン

若衆実践演習 実践英会話
若衆実践演習

データサイエンス

社会人として仕事で
役に立つ科目群

インターンシップ インターンシップ 大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅰ
ワークライフデザイン
社会人マナー講座
新聞活用教育(NIE)
英語資格・検定セミナー

大乗仏教から学ぶ人間形成Ⅱ
ワークライフデザイン
社会人マナー講座
新聞活用教育(NIE)
英語資格・検定セミナー

実践コミュニケーション 仕事で役立つパソコン活用法

キャリア教育に関する
科目群

育人キャリアⅠ
子ども文化理論演習
子ども文化実践演習
学習支援理論演習
学習支援実践演習

育人キャリアⅡ
子ども文化理論演習
子ども文化実践演習
学習支援理論演習
学習支援実践演習

育人キャリアⅢ
育人地域フィールドワーク

育人キャリアⅣ
育人地域フィールドワーク

育スパート入門
保育者養成講座Ⅰ

育スパート基礎
保育者養成講座Ⅰ
子育て支援実践演習

育スパート総合
保育者養成講座Ⅱ

保育・教育の本質・基礎的理解
に関する科目群

保育原理
教育学概論
子ども家庭福祉

社会福祉
社会的養護Ⅰ
保育・教職論
小学校教育課程論

幼児教育課程論 教育の制度と経営
子ども家庭支援論

小学校教育課程論 学級経営論

子どもの理解に関する科目群

教育心理学 子どもの保健
子どもの食と栄養
生徒・進路指導論

子ども理解の理論および方法
教育相談の理論と方法

子ども家庭支援の心理学
生徒・進路指導論

保育・子育てを学ぶ科目群

保育内容総論
保育内容（健康）
保育内容（言葉）

乳児保育Ⅰ
子どもの健康と安全
障害児保育Ⅰ
社会的養護Ⅱ

保育内容（人間関係）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
乳児保育Ⅱ

障害児保育Ⅱ
子育て支援
リトミック

在宅保育

保育・教育の専門性を
高める科目群

子ども文化Ⅰ
生活Ⅰ
音楽基礎Ⅰ
ピアノ演習Ⅰ
声楽Ⅰ
図画工作Ⅰ
家庭Ⅰ
体育Ⅰ

ピアノ演習Ⅱ
声楽Ⅱ

ピアノ演習Ⅲ
弾き歌いⅠ

国語Ⅰ（書写を含む。）
社会Ⅰ
算数Ⅰ
理科Ⅰ
ピアノ演習Ⅳ
小学校英語Ⅰ

生活Ⅰ
ピアノ演習Ⅴ
弾き歌いⅡ
家庭Ⅰ

国語Ⅰ（書写を含む。）
社会Ⅰ
算数Ⅰ
理科Ⅰ
生活Ⅱ
音楽基礎Ⅱ
ピアノ演習Ⅵ
図画工作Ⅱ
家庭Ⅱ
体育Ⅱ

子ども文化Ⅱ
国語Ⅱ
社会Ⅱ
算数Ⅱ
理科Ⅱ
ピアノ演習Ⅶ
弾き歌いⅢ
小学校英語Ⅱ

ピアノ演習Ⅷ
弾き歌いⅣ

保育・教育の方法・指導法を
学ぶ科目群

保育内容（健康）の指導法
保育内容（言葉）の指導法
生活科指導法
音楽科指導法
図画工作科指導法
家庭科指導法
体育科指導法
初等教育方法論
（情報通信技術の活用を含む。）

道徳の理論および指導法
総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法

保育内容（人間関係）の指導法
保育内容（環境）の指導法
保育内容（表現）の指導法
国語科指導法（書写を含む。）
社会科指導法
算数科指導法
理科指導法
小学校英語指導法
初等教育方法論
（情報通信技術の活用を含む。）

国語科指導法（書写を含む。）
社会科指導法
算数科指導法
理科指導法
生活科指導法
音楽科指導法
図画工作科指導法
家庭科指導法
体育科指導法
小学校英語指導法

特別支援教育を学ぶ科目群

特別支援教育総論 発達障害児教育総論
視覚障害児教育総論
聴覚障害児教育総論

知的障害児の教育Ⅰ
肢体不自由児の教育Ⅰ

知的障害児の心理・生理・病理
病虚弱児の教育Ⅰ

肢体不自由児の心理・生理・病理
病虚弱児の心理・生理・病理
発達支援理論演習
知的障害児の教育Ⅱ
肢体不自由児の教育Ⅱ
病虚弱児の教育Ⅱ
特別支援学校教育実習
（事前事後指導含む。）

発達支援実践演習
知的障害児の教育Ⅱ
肢体不自由児の教育Ⅱ
病虚弱児の教育Ⅱ
特別支援学校教育実習
（事前事後指導含む。）

重複障害児教育総論
行動・学習支援理論演習
行動・学習支援実践演習
自立活動理論演習
自立活動実践演習

行動・学習支援理論演習
行動・学習支援実践演習
自立活動理論演習
自立活動実践演習

子ども教育力を
統合する科目群

保育実習指導Ⅰ（施設）
保育実習Ⅰ（施設）

保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅰ（保育所）
保育実習Ⅰ（保育所）

保育実習指導Ⅲ
保育実習Ⅲ
ゼミナールⅠ
教育実習（事前事後指導含む。）

ゼミナールⅡ
教育実習（事前事後指導含む。）

ゼミナールⅢ
教育実習Ⅰ（事前事後指導含む。）
教育実習Ⅱ（事前事後指導含む。）
保育・教職インターンシップ

保育・教職実践演習（幼・小）
教職実践演習（幼・小）
ゼミナールⅣ
教育実習Ⅰ（事前事後指導含む。）
教育実習Ⅱ（事前事後指導含む。）
保育・教職インターンシップ

※科目名称・開講時期等が変更となる場合があります。　※コースによって開講期が異なる科目もすべて記載しています。　※開講期が複数にわたる科目については、最初の開講学年・期のみ記載しています。

学学士士課課程程教教育育　　応応用用期期 学学士士課課程程教教育育　　統統合合期期

実実践践力力形形成成期期 実実践践力力充充実実期期

学年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

期

全

学

共

通

科

目

学学士士課課程程教教育育　　導導入入期期 学学士士課課程程教教育育　　展展開開期期

学

科

開

講

科

目

基基盤盤形形成成期期 実実践践力力基基礎礎期期

モデル


